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私たちの「治療」
私たちの「検査・診断」
ここから一歩！
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当センターは地域の基幹病院として、小児の幅広
い疾患に対応しています。なかでも、生まれつき心
臓の病気をもつ赤ちゃんに対しては、総合的で専
門的な医療体制を整えています。今回の特集は、
新生児期から成人期までカバーする、全国でも数
少ない先天性心疾患の治療体制についてご紹
介しています。ぜひご一読ください。
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病院と地域を
つなげる広報誌

地域の皆さんや連携機関の皆さんと「岐阜県総合医療センター」を情報で
繋ぐ、広報誌連動型コミュニケーションサイト。ぜひご覧ください。 こちらから
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先
天
性
心
疾
患
の
治
療
は
乳
幼
児
期
に
終
わ

る
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、実
は
違
う
。必
然
的
に
、

そ
の
後
も
ず
っ
と
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
理
由
が
あ
る
。「
乳
幼
児
期
に
手
術
で
挿
入
し

た
人
工
物
は
、成
長
と
と
も
に
サ
イ
ズ
が
合
わ
な

く
な
っ
た
り
、劣
化
し
て
い
く
の
で
、い
ず
れ
は
修

復
手
術
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、成

長
過
程
で
心
臓
の
ほ
か
に
も
、肺
や
肝
臓
な
ど
に

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
発
症
し
て
、内
科
的
治
療

が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。で
す
か
ら
、

常
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
て
、ど
こ
か
悪
い
と
こ
ろ
が

出
て
く
れ
ば
速
や
か
に
対
応
し
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
の
で
す
」と
岩
田
は
説
明
す
る
。そ
の
た

め
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、全
国
に
先
駆
け
て〈
成
人

先
天
性
心
疾
患
診
療
科
〉を
開
設
し
、成
人
期

を
迎
え
た
患
者
の
フ
ォ
ロ
ー
に
力
を
注
い
で
い
る
。

患
者
と
の
つ
き
あ
い
は
一
生
涯
。岩
田
は
赴
任
し

て
15
年
目
だ
が
、最
初
の
頃
に
診
た
患
者
は
す

で
に
15
歳
に
な
り
、と
き
ど
き
通
院
し
て
元
気
な

●
先
天
性
心
疾
患
の
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

は
、血
管
・
心
臓
内
に
カ
テ
ー
テ
ル
と
い
う

細
い
管
を
通
し
て
行
う
治
療
法
。同
セ
ン

タ
ー
で
は
２
０
０
８
年
に
心
房
中
隔
欠
損

へ
の
治
療
を
開
始
し
、動
脈
管
開
存
症
な

ど
へ
治
療
の
幅
を
広
げ
て
き
た
。

●
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
の
メ
リ
ッ
ト
は
体
へ
の

負
担
が
少
な
く
、入
院
期
間
も
短
縮
で
き

る
こ
と
。同
セ
ン
タ
ー
で
は
、小
児
循
環
器

内
科
と
小
児
心
臓
外
科
が
入
念
に
打
ち

合
わ
せ
し
た
上
で
、カ
テ
ー
テ
ル
治
療
の
安

全
な
適
用
に
努
め
て
い
る
。

姿
を
見
せ
て
く
れ
る
と
い
う
。こ
の
よ
う
に
一
人

の
患
者
を
手
術
や
内
科
的
治
療
を
用
い
て
、生

涯
に
わ
た
っ
て
支
え
て
い
く
た
め
、同
セ
ン
タ
ー
の

小
児
循
環
器
内
科
と
小
児
心
臓
外
科
の
関
係
は

極
め
て
近
い
。「
内
科
と
外
科
は
同
じ
フ
ロ
ア
で
、

一
つ
の
診
療
科
の
よ
う
に
仕
事
し
て
い
ま
す
。一

般
に
内
科
か
ら
外
科
へ
移
る
と
、診
療
ス
タ
イ
ル

も
ス
タ
ッ
フ
も
が
ら
っ
と
変
わ
り
ま
す
が
、当
セ
ン

タ
ー
で
は
転
科
し
て
も
内
科
と
外
科
の
医
師
が
一

緒
に
診
て
い
く
の
で
、ご
本
人
に
も
ご
家
族
に
も

安
心
し
て
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
」と
桑
原
は
言
う
。周
囲
を
見
渡
せ
ば
、同
セ
ン

タ
ー
の
よ
う
に
、複
数
の
診
療
科
が
連
携
し
て
、

し
か
も
新
生
児
期
か
ら
成
人
ま
で
を
対
象
と
し

て
、先
天
性
心
疾
患
を
診
て
い
く
体
制
の
整
っ
た

施
設
は
全
国
で
も
数
少
な
い
。無
論
、岐
阜
県
で

は
唯
一
無
二
の
存
在
だ
。「
私
た
ち
は
皆
、先
天
性

心
疾
患
に
立
ち
向
か
う
類
ま
れ
な
施
設
で
あ
る

と
い
う
使
命
感
を
も
っ
て
い
ま
す
。今
後
も
チ
ー

ム
医
療
の
質
を
さ
ら
に
高
め
て
、総
合
力
を
結
集

し
、一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
の
命
を
救
い
、

守
っ
て
い
き
ま
す
」と
、桑
原
は
締
め
く
く
っ
た
。

　

あ
る
日
、岐
阜
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
小
児

心
臓
外
科
を
訪
ね
る
と
、手
術
を
終
え
た
ば
か

り
の
岩
田
祐
輔
医
師（
小
児
心
臓
外
科
主
任
部

長・成
人
先
天
性
心
疾
患
診
療
科
部
長
）の
姿
が

あ
っ
た
。「
手
術
は
う
ま
く
い
き
ま
し
た
よ
」。岩

田
は
待
ち
わ
び
て
い
た
家
族
の
も
と
に
駆
け
寄

り
、喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
。

　

こ
の
患
者
は
、生
後
3
カ
月
の
男
児
。胎
児
の

成
長
過
程
で
、先
天
性
心
疾
患（
生
ま
れ
つ
き
心

臓
の
構
造
に
異
常
の
あ
る
病
気
）が
見
つ
か
り
、同

セ
ン
タ
ー
の
産
科
・
胎
児
診
療
科
に
紹
介
。出
産

す
る
こ
と
が
決
ま
る
と
、す
ぐ
に
産
科
・
胎
児
診

療
科
、新
生
児
内
科
に
加
え
、小
児
循
環
器
内

科
、小
児
心
臓
外
科
の
医
師
も
情
報
共
有
し
、治

療
方
針
に
つ
い
て
話
し
合
い
、万
全
の
準
備
を
し

て
手
術
の
日
を
迎
え
た
の
だ
っ
た
。「
先
天
性
心

疾
患
を
も
つ
赤
ち
ゃ
ん
は
約
1
0
0
人
に
1
人

の
割
合
で
生
ま
れ
て
き
て
、専
門
治
療
を
行
わ
な

い
と
20
〜
30
％
は
新
生
児
期
に
、50
％
は
乳
児
期

に
死
亡
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。で
も
今
は
昔

と
違
っ
て
、妊
娠
中
の
検
査
で
異
常
が
見
つ
か
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
だ
け
周
到
に
準
備
で

き
、救
命
率
も
上
が
っ
て
い
ま
す
」（
岩
田
）。ま
た
、

生
後
数
カ
月
の
心
臓
の
手
術
に
は
、大
人
の
心
臓

と
は
違
う
技
術
が
要
求
さ
れ
る
。「
小
児
用
に
開

発
さ
れ
た
特
別
な
人
工
心
肺
装
置
を
用
い
る
極

め
て
専
門
性
の
高
い
手
術
で
す
し
、術
後
管
理
に

も
細
心
の
注
意
が
要
求
さ
れ
ま
す
。で
す
か
ら
、一

人
の
医
師
の
力
と
い
う
よ
り
も
、麻
酔
科
や
小
児

循
環
器
内
科
、臨
床
工
学
技
士
、看
護
師
な
ど
小

児
心
臓
グ
ル
ー
プ
全
体
の
力
、そ
し
て
、産
科・胎

児
診
療
科
や
新
生
児
内
科
と
の
連
携
を
含
め
た

総
合
力
で
立
ち
向
か
い
ま
す
」と
岩
田
は
話
す
。

　

近
年
は
、手
術
で
は
な
く
、体
に
負
担
の
少
な

い
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
と
い
う
選
択
肢
も
生
ま
れ
て

い
る
。桑
原
直
樹
医
師（
小
児
循
環
器
内
科
部

長・小
児
集
中
治
療
室
主
任
医
長
）に
話
を
聞
い

た
。「
小
児
循
環
器
の
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
は
、技
術

の
進
化
に
よ
り
広
が
っ
て
い
ま
す
。心
臓
の
穴
を

塞
ぐ
治
療
や
肺
動
脈
弁
の
治
療
も
、条
件
次
第

で
カ
テ
ー
テ
ル
で
対
応
可
能
で
す
。患
者
さ
ん
の

症
状
に
合
わ
せ
て
、手
術
か
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
か
、

ま
た
両
方
を
組
み
合
わ
せ
る
の
が
い
い
の
か
。小

児
心
臓
外
科
医
で
あ
る
岩
田
先
生
た
ち
と
綿
密

に
検
討
し
、ご
家
族
に
丁
寧
に
説
明
し
て
納
得
し

て
い
た
だ
く
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
」。

出
産
前
か
ら
情
報
共
有
し
、小
さ
な

命
を
救
う
た
め
に
全
力
を
注
ぐ
。

岐
阜
県
唯
一
の
施
設
と
い
う

役
割
を
果
た
し
て
い
く
。

●岐阜県総合医療センターでの
先天性心疾患の治療は1997年
にスタート。まずは小児心臓外科
を開設し、翌年、小児循環器内科
を新設。さらに2011年、成人先
天性心疾患診療科を開設した。
●このように新生児期から成人
期までカバーする総合的な体制
は、全国でも数少ない。少ないか
らこそ、その存在は極めて貴重で
あり重要だ。先天性心疾患を救
う砦ともいえる医療体制を今後も
しっかりと守り、育てていかねばな
らない。

先人が築いてきた希少な
医療体制を継承する重要性。

中日新聞リンクト タイアップ

TEL 058-246-1111（内線：5533） 岐阜県総合医療センター健康祭実行委員会（総務課 管理調整担当）
お問い合わせ先

健康祭開催
202
4

岐阜県総合医療センター

見て！聞いて！知って学ぼう！

岐阜県総合医療センターでは、毎年11月に一般の皆さんを対象とした
健康祭を開催しています。今年は、4つのミニレクチャーに加えて、
体験型のお楽しみ企画もご用意していますので、ぜひご参加ください。

ご来場記念

ミニレクチャー

相談・測定・体験コーナー コンサート

「クッキー詰め合わせ」
または

「花の苗」をプレゼント！
※数量に限りがございます。なくなり次第、配布を
　終了いたしますので、あらかじめご了承ください。

情報交流棟３階（大会議室） 13：00～16：00

本館1階 エントランス

測定コーナー
相談コーナー
体験コーナー

骨密度測定、体組成計測定
栄養・食事相談、お薬相談
薬剤師の仕事を体験しよう♪、ロボットリハビリ体験、
母乳育児と沐浴体験、超音波で何がみえるかな？、
発見！はたらく細胞

14：00～
和太鼓演奏「和太鼓ー欅（けやき）ー」

15：25～
楽市JAZZ楽団シルバー
コーモランツ

2024年11月9日(土)  13：00～16：30
メイン会場

場所・時間

場所・時間 場所・時間

岐阜県総合医療センター 情報交流棟3階

参加費・駐車場

無料

話題の医療を
深堀り 放射線診断  『初めまして！画像診断医です』 放射線診断科　水野 希1

災害医療  当院のDMAT活動について－災害医療の現場から－ 臨床工学部　清水 円香2
消化管内視鏡  おなかを切らない胃がん・大腸がんの内視鏡治療 消化器内視鏡科　山崎 健路3
超音波検査  胎児医療の最前線～おなかの赤ちゃんをどうやって診るの？～ 産科・胎児診療科　岩垣 重紀4

知って、測って、
体験しよう！

情報交流棟３階（講堂、大会議室） 
13：00～16：00

癒しのひととき

NEWS & TOPICS
生活に
役立つ

ご自由にお持ちください
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の

負
担
が
少
な
く
、入
院
期
間
も
短
縮
で
き

る
こ
と
。同
セ
ン
タ
ー
で
は
、小
児
循
環
器

内
科
と
小
児
心
臓
外
科
が
入
念
に
打
ち

合
わ
せ
し
た
上
で
、カ
テ
ー
テ
ル
治
療
の
安

全
な
適
用
に
努
め
て
い
る
。

姿
を
見
せ
て
く
れ
る
と
い
う
。こ
の
よ
う
に
一
人

の
患
者
を
手
術
や
内
科
的
治
療
を
用
い
て
、生

涯
に
わ
た
っ
て
支
え
て
い
く
た
め
、同
セ
ン
タ
ー
の

小
児
循
環
器
内
科
と
小
児
心
臓
外
科
の
関
係
は

極
め
て
近
い
。「
内
科
と
外
科
は
同
じ
フ
ロ
ア
で
、

一
つ
の
診
療
科
の
よ
う
に
仕
事
し
て
い
ま
す
。一

般
に
内
科
か
ら
外
科
へ
移
る
と
、診
療
ス
タ
イ
ル

も
ス
タ
ッ
フ
も
が
ら
っ
と
変
わ
り
ま
す
が
、当
セ
ン

タ
ー
で
は
転
科
し
て
も
内
科
と
外
科
の
医
師
が
一

緒
に
診
て
い
く
の
で
、ご
本
人
に
も
ご
家
族
に
も

安
心
し
て
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
」と
桑
原
は
言
う
。周
囲
を
見
渡
せ
ば
、同
セ
ン

タ
ー
の
よ
う
に
、複
数
の
診
療
科
が
連
携
し
て
、

し
か
も
新
生
児
期
か
ら
成
人
ま
で
を
対
象
と
し

て
、先
天
性
心
疾
患
を
診
て
い
く
体
制
の
整
っ
た

施
設
は
全
国
で
も
数
少
な
い
。無
論
、岐
阜
県
で

は
唯
一
無
二
の
存
在
だ
。「
私
た
ち
は
皆
、先
天
性

心
疾
患
に
立
ち
向
か
う
類
ま
れ
な
施
設
で
あ
る

と
い
う
使
命
感
を
も
っ
て
い
ま
す
。今
後
も
チ
ー

ム
医
療
の
質
を
さ
ら
に
高
め
て
、総
合
力
を
結
集

し
、一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
の
命
を
救
い
、

守
っ
て
い
き
ま
す
」と
、桑
原
は
締
め
く
く
っ
た
。

　

あ
る
日
、岐
阜
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
小
児

心
臓
外
科
を
訪
ね
る
と
、手
術
を
終
え
た
ば
か

り
の
岩
田
祐
輔
医
師（
小
児
心
臓
外
科
主
任
部

長・成
人
先
天
性
心
疾
患
診
療
科
部
長
）の
姿
が

あ
っ
た
。「
手
術
は
う
ま
く
い
き
ま
し
た
よ
」。岩

田
は
待
ち
わ
び
て
い
た
家
族
の
も
と
に
駆
け
寄

り
、喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
。

　

こ
の
患
者
は
、生
後
3
カ
月
の
男
児
。胎
児
の

成
長
過
程
で
、先
天
性
心
疾
患（
生
ま
れ
つ
き
心

臓
の
構
造
に
異
常
の
あ
る
病
気
）が
見
つ
か
り
、同

セ
ン
タ
ー
の
産
科
・
胎
児
診
療
科
に
紹
介
。出
産

す
る
こ
と
が
決
ま
る
と
、す
ぐ
に
産
科
・
胎
児
診

療
科
、新
生
児
内
科
に
加
え
、小
児
循
環
器
内

科
、小
児
心
臓
外
科
の
医
師
も
情
報
共
有
し
、治

療
方
針
に
つ
い
て
話
し
合
い
、万
全
の
準
備
を
し

て
手
術
の
日
を
迎
え
た
の
だ
っ
た
。「
先
天
性
心

疾
患
を
も
つ
赤
ち
ゃ
ん
は
約
1
0
0
人
に
1
人

の
割
合
で
生
ま
れ
て
き
て
、専
門
治
療
を
行
わ
な

い
と
20
〜
30
％
は
新
生
児
期
に
、50
％
は
乳
児
期

に
死
亡
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。で
も
今
は
昔

と
違
っ
て
、妊
娠
中
の
検
査
で
異
常
が
見
つ
か
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
だ
け
周
到
に
準
備
で

き
、救
命
率
も
上
が
っ
て
い
ま
す
」（
岩
田
）。ま
た
、

生
後
数
カ
月
の
心
臓
の
手
術
に
は
、大
人
の
心
臓

と
は
違
う
技
術
が
要
求
さ
れ
る
。「
小
児
用
に
開

発
さ
れ
た
特
別
な
人
工
心
肺
装
置
を
用
い
る
極

め
て
専
門
性
の
高
い
手
術
で
す
し
、術
後
管
理
に

も
細
心
の
注
意
が
要
求
さ
れ
ま
す
。で
す
か
ら
、一

人
の
医
師
の
力
と
い
う
よ
り
も
、麻
酔
科
や
小
児

循
環
器
内
科
、臨
床
工
学
技
士
、看
護
師
な
ど
小

児
心
臓
グ
ル
ー
プ
全
体
の
力
、そ
し
て
、産
科・胎

児
診
療
科
や
新
生
児
内
科
と
の
連
携
を
含
め
た

総
合
力
で
立
ち
向
か
い
ま
す
」と
岩
田
は
話
す
。

　

近
年
は
、手
術
で
は
な
く
、体
に
負
担
の
少
な

い
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
と
い
う
選
択
肢
も
生
ま
れ
て

い
る
。桑
原
直
樹
医
師（
小
児
循
環
器
内
科
部

長・小
児
集
中
治
療
室
主
任
医
長
）に
話
を
聞
い

た
。「
小
児
循
環
器
の
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
は
、技
術

の
進
化
に
よ
り
広
が
っ
て
い
ま
す
。心
臓
の
穴
を

塞
ぐ
治
療
や
肺
動
脈
弁
の
治
療
も
、条
件
次
第

で
カ
テ
ー
テ
ル
で
対
応
可
能
で
す
。患
者
さ
ん
の

症
状
に
合
わ
せ
て
、手
術
か
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
か
、

ま
た
両
方
を
組
み
合
わ
せ
る
の
が
い
い
の
か
。小

児
心
臓
外
科
医
で
あ
る
岩
田
先
生
た
ち
と
綿
密

に
検
討
し
、ご
家
族
に
丁
寧
に
説
明
し
て
納
得
し

て
い
た
だ
く
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
」。

出
産
前
か
ら
情
報
共
有
し
、小
さ
な

命
を
救
う
た
め
に
全
力
を
注
ぐ
。

岐
阜
県
唯
一
の
施
設
と
い
う

役
割
を
果
た
し
て
い
く
。

●岐阜県総合医療センターでの
先天性心疾患の治療は1997年
にスタート。まずは小児心臓外科
を開設し、翌年、小児循環器内科
を新設。さらに2011年、成人先
天性心疾患診療科を開設した。
●このように新生児期から成人
期までカバーする総合的な体制
は、全国でも数少ない。少ないか
らこそ、その存在は極めて貴重で
あり重要だ。先天性心疾患を救
う砦ともいえる医療体制を今後も
しっかりと守り、育てていかねばな
らない。

先人が築いてきた希少な
医療体制を継承する重要性。

中日新聞リンクト タイアップ

TEL 058-246-1111（内線：5533） 岐阜県総合医療センター健康祭実行委員会（総務課 管理調整担当）
お問い合わせ先

健康祭開催
202
4

岐阜県総合医療センター

見て！聞いて！知って学ぼう！

岐阜県総合医療センターでは、毎年11月に一般の皆さんを対象とした
健康祭を開催しています。今年は、4つのミニレクチャーに加えて、
体験型のお楽しみ企画もご用意していますので、ぜひご参加ください。

ご来場記念

ミニレクチャー

相談・測定・体験コーナー コンサート

「クッキー詰め合わせ」
または

「花の苗」をプレゼント！
※数量に限りがございます。なくなり次第、配布を
　終了いたしますので、あらかじめご了承ください。

情報交流棟３階（大会議室） 13：00～16：00

本館1階 エントランス

測定コーナー
相談コーナー
体験コーナー

骨密度測定、体組成計測定
栄養・食事相談、お薬相談
薬剤師の仕事を体験しよう♪、ロボットリハビリ体験、
母乳育児と沐浴体験、超音波で何がみえるかな？、
発見！はたらく細胞

14：00～
和太鼓演奏「和太鼓ー欅（けやき）ー」

15：25～
楽市JAZZ楽団シルバー
コーモランツ

2024年11月9日(土)  13：00～16：30
メイン会場

場所・時間

場所・時間 場所・時間

岐阜県総合医療センター 情報交流棟3階

参加費・駐車場

無料

話題の医療を
深堀り 放射線診断  『初めまして！画像診断医です』 放射線診断科　水野 希1

災害医療  当院のDMAT活動について－災害医療の現場から－ 臨床工学部　清水 円香2
消化管内視鏡  おなかを切らない胃がん・大腸がんの内視鏡治療 消化器内視鏡科　山崎 健路3
超音波検査  胎児医療の最前線～おなかの赤ちゃんをどうやって診るの？～ 産科・胎児診療科　岩垣 重紀4

知って、測って、
体験しよう！

情報交流棟３階（講堂、大会議室） 
13：00～16：00

癒しのひととき

NEWS & TOPICS
生活に
役立つ

ご自由にお持ちください

S P E C I A L  R E P O R T C O N T E N T S



先天性心疾患の治療に
総合力で立ち向かう。

心臓の病気をもつ赤ちゃんが無事に生まれ、
大人になるまで伴走していく使命。

小児心臓外科・小児循環器内科特集

〒500-8717 岐阜県岐阜市野一色4-6-1
TEL 058-246-1111  URL https://www.gifu-hp.jp/
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岐阜県総合医療センター WEBマガジン

先天性心疾患の治療に
総合力で立ち向かう。
小児心臓外科・小児循環器内科特集

私たちの「治療」
私たちの「検査・診断」
ここから一歩！
地域医療事情
NEWS＆TOPICS

1
2
3
4
5

当センターは地域の基幹病院として、小児の幅広
い疾患に対応しています。なかでも、生まれつき心
臓の病気をもつ赤ちゃんに対しては、総合的で専
門的な医療体制を整えています。今回の特集は、
新生児期から成人期までカバーする、全国でも数
少ない先天性心疾患の治療体制についてご紹
介しています。ぜひご一読ください。

院長メッセージ Message
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病院と地域を
つなげる広報誌

地域の皆さんや連携機関の皆さんと「岐阜県総合医療センター」を情報で
繋ぐ、広報誌連動型コミュニケーションサイト。ぜひご覧ください。 こちらから

「けんこう」 特別号
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先
天
性
心
疾
患
の
治
療
は
乳
幼
児
期
に
終
わ

る
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、実
は
違
う
。必
然
的
に
、

そ
の
後
も
ず
っ
と
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
理
由
が
あ
る
。「
乳
幼
児
期
に
手
術
で
挿
入
し

た
人
工
物
は
、成
長
と
と
も
に
サ
イ
ズ
が
合
わ
な

く
な
っ
た
り
、劣
化
し
て
い
く
の
で
、い
ず
れ
は
修

復
手
術
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、成

長
過
程
で
心
臓
の
ほ
か
に
も
、肺
や
肝
臓
な
ど
に

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
発
症
し
て
、内
科
的
治
療

が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。で
す
か
ら
、

常
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
て
、ど
こ
か
悪
い
と
こ
ろ
が

出
て
く
れ
ば
速
や
か
に
対
応
し
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
の
で
す
」と
岩
田
は
説
明
す
る
。そ
の
た

め
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、全
国
に
先
駆
け
て〈
成
人

先
天
性
心
疾
患
診
療
科
〉を
開
設
し
、成
人
期

を
迎
え
た
患
者
の
フ
ォ
ロ
ー
に
力
を
注
い
で
い
る
。

患
者
と
の
つ
き
あ
い
は
一
生
涯
。岩
田
は
赴
任
し

て
15
年
目
だ
が
、最
初
の
頃
に
診
た
患
者
は
す

で
に
15
歳
に
な
り
、と
き
ど
き
通
院
し
て
元
気
な

●
先
天
性
心
疾
患
の
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

は
、血
管
・
心
臓
内
に
カ
テ
ー
テ
ル
と
い
う

細
い
管
を
通
し
て
行
う
治
療
法
。同
セ
ン

タ
ー
で
は
２
０
０
８
年
に
心
房
中
隔
欠
損

へ
の
治
療
を
開
始
し
、動
脈
管
開
存
症
な

ど
へ
治
療
の
幅
を
広
げ
て
き
た
。

●
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
の
メ
リ
ッ
ト
は
体
へ
の

負
担
が
少
な
く
、入
院
期
間
も
短
縮
で
き

る
こ
と
。同
セ
ン
タ
ー
で
は
、小
児
循
環
器

内
科
と
小
児
心
臓
外
科
が
入
念
に
打
ち

合
わ
せ
し
た
上
で
、カ
テ
ー
テ
ル
治
療
の
安

全
な
適
用
に
努
め
て
い
る
。

姿
を
見
せ
て
く
れ
る
と
い
う
。こ
の
よ
う
に
一
人

の
患
者
を
手
術
や
内
科
的
治
療
を
用
い
て
、生

涯
に
わ
た
っ
て
支
え
て
い
く
た
め
、同
セ
ン
タ
ー
の

小
児
循
環
器
内
科
と
小
児
心
臓
外
科
の
関
係
は

極
め
て
近
い
。「
内
科
と
外
科
は
同
じ
フ
ロ
ア
で
、

一
つ
の
診
療
科
の
よ
う
に
仕
事
し
て
い
ま
す
。一

般
に
内
科
か
ら
外
科
へ
移
る
と
、診
療
ス
タ
イ
ル

も
ス
タ
ッ
フ
も
が
ら
っ
と
変
わ
り
ま
す
が
、当
セ
ン

タ
ー
で
は
転
科
し
て
も
内
科
と
外
科
の
医
師
が
一

緒
に
診
て
い
く
の
で
、ご
本
人
に
も
ご
家
族
に
も

安
心
し
て
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
」と
桑
原
は
言
う
。周
囲
を
見
渡
せ
ば
、同
セ
ン

タ
ー
の
よ
う
に
、複
数
の
診
療
科
が
連
携
し
て
、

し
か
も
新
生
児
期
か
ら
成
人
ま
で
を
対
象
と
し

て
、先
天
性
心
疾
患
を
診
て
い
く
体
制
の
整
っ
た

施
設
は
全
国
で
も
数
少
な
い
。無
論
、岐
阜
県
で

は
唯
一
無
二
の
存
在
だ
。「
私
た
ち
は
皆
、先
天
性

心
疾
患
に
立
ち
向
か
う
類
ま
れ
な
施
設
で
あ
る

と
い
う
使
命
感
を
も
っ
て
い
ま
す
。今
後
も
チ
ー

ム
医
療
の
質
を
さ
ら
に
高
め
て
、総
合
力
を
結
集

し
、一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
の
命
を
救
い
、

守
っ
て
い
き
ま
す
」と
、桑
原
は
締
め
く
く
っ
た
。

　

あ
る
日
、岐
阜
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
小
児

心
臓
外
科
を
訪
ね
る
と
、手
術
を
終
え
た
ば
か

り
の
岩
田
祐
輔
医
師（
小
児
心
臓
外
科
主
任
部

長・成
人
先
天
性
心
疾
患
診
療
科
部
長
）の
姿
が

あ
っ
た
。「
手
術
は
う
ま
く
い
き
ま
し
た
よ
」。岩

田
は
待
ち
わ
び
て
い
た
家
族
の
も
と
に
駆
け
寄

り
、喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
。

　

こ
の
患
者
は
、生
後
3
カ
月
の
男
児
。胎
児
の

成
長
過
程
で
、先
天
性
心
疾
患（
生
ま
れ
つ
き
心

臓
の
構
造
に
異
常
の
あ
る
病
気
）が
見
つ
か
り
、同

セ
ン
タ
ー
の
産
科
・
胎
児
診
療
科
に
紹
介
。出
産

す
る
こ
と
が
決
ま
る
と
、す
ぐ
に
産
科
・
胎
児
診

療
科
、新
生
児
内
科
に
加
え
、小
児
循
環
器
内

科
、小
児
心
臓
外
科
の
医
師
も
情
報
共
有
し
、治

療
方
針
に
つ
い
て
話
し
合
い
、万
全
の
準
備
を
し

て
手
術
の
日
を
迎
え
た
の
だ
っ
た
。「
先
天
性
心

疾
患
を
も
つ
赤
ち
ゃ
ん
は
約
1
0
0
人
に
1
人

の
割
合
で
生
ま
れ
て
き
て
、専
門
治
療
を
行
わ
な

い
と
20
〜
30
％
は
新
生
児
期
に
、50
％
は
乳
児
期

に
死
亡
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。で
も
今
は
昔

と
違
っ
て
、妊
娠
中
の
検
査
で
異
常
が
見
つ
か
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
だ
け
周
到
に
準
備
で

き
、救
命
率
も
上
が
っ
て
い
ま
す
」（
岩
田
）。ま
た
、

生
後
数
カ
月
の
心
臓
の
手
術
に
は
、大
人
の
心
臓

と
は
違
う
技
術
が
要
求
さ
れ
る
。「
小
児
用
に
開

発
さ
れ
た
特
別
な
人
工
心
肺
装
置
を
用
い
る
極

め
て
専
門
性
の
高
い
手
術
で
す
し
、術
後
管
理
に

も
細
心
の
注
意
が
要
求
さ
れ
ま
す
。で
す
か
ら
、一

人
の
医
師
の
力
と
い
う
よ
り
も
、麻
酔
科
や
小
児

循
環
器
内
科
、臨
床
工
学
技
士
、看
護
師
な
ど
小

児
心
臓
グ
ル
ー
プ
全
体
の
力
、そ
し
て
、産
科・胎

児
診
療
科
や
新
生
児
内
科
と
の
連
携
を
含
め
た

総
合
力
で
立
ち
向
か
い
ま
す
」と
岩
田
は
話
す
。

　

近
年
は
、手
術
で
は
な
く
、体
に
負
担
の
少
な

い
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
と
い
う
選
択
肢
も
生
ま
れ
て

い
る
。桑
原
直
樹
医
師（
小
児
循
環
器
内
科
部

長・小
児
集
中
治
療
室
主
任
医
長
）に
話
を
聞
い

た
。「
小
児
循
環
器
の
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
は
、技
術

の
進
化
に
よ
り
広
が
っ
て
い
ま
す
。心
臓
の
穴
を

塞
ぐ
治
療
や
肺
動
脈
弁
の
治
療
も
、条
件
次
第

で
カ
テ
ー
テ
ル
で
対
応
可
能
で
す
。患
者
さ
ん
の

症
状
に
合
わ
せ
て
、手
術
か
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
か
、

ま
た
両
方
を
組
み
合
わ
せ
る
の
が
い
い
の
か
。小

児
心
臓
外
科
医
で
あ
る
岩
田
先
生
た
ち
と
綿
密

に
検
討
し
、ご
家
族
に
丁
寧
に
説
明
し
て
納
得
し

て
い
た
だ
く
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
」。

出
産
前
か
ら
情
報
共
有
し
、小
さ
な

命
を
救
う
た
め
に
全
力
を
注
ぐ
。

岐
阜
県
唯
一
の
施
設
と
い
う

役
割
を
果
た
し
て
い
く
。

●岐阜県総合医療センターでの
先天性心疾患の治療は1997年
にスタート。まずは小児心臓外科
を開設し、翌年、小児循環器内科
を新設。さらに2011年、成人先
天性心疾患診療科を開設した。
●このように新生児期から成人
期までカバーする総合的な体制
は、全国でも数少ない。少ないか
らこそ、その存在は極めて貴重で
あり重要だ。先天性心疾患を救
う砦ともいえる医療体制を今後も
しっかりと守り、育てていかねばな
らない。

先人が築いてきた希少な
医療体制を継承する重要性。

中日新聞リンクト タイアップ

TEL 058-246-1111（内線：5533） 岐阜県総合医療センター健康祭実行委員会（総務課 管理調整担当）
お問い合わせ先

健康祭開催
202
4

岐阜県総合医療センター

見て！聞いて！知って学ぼう！

岐阜県総合医療センターでは、毎年11月に一般の皆さんを対象とした
健康祭を開催しています。今年は、4つのミニレクチャーに加えて、
体験型のお楽しみ企画もご用意していますので、ぜひご参加ください。

ご来場記念

ミニレクチャー

相談・測定・体験コーナー コンサート

「クッキー詰め合わせ」
または

「花の苗」をプレゼント！
※数量に限りがございます。なくなり次第、配布を
　終了いたしますので、あらかじめご了承ください。

情報交流棟３階（大会議室） 13：00～16：00

本館1階 エントランス

測定コーナー
相談コーナー
体験コーナー

骨密度測定、体組成計測定
栄養・食事相談、お薬相談
薬剤師の仕事を体験しよう♪、ロボットリハビリ体験、
母乳育児と沐浴体験、超音波で何がみえるかな？、
発見！はたらく細胞

14：00～
和太鼓演奏「和太鼓ー欅（けやき）ー」

15：25～
楽市JAZZ楽団シルバー
コーモランツ

2024年11月9日(土)  13：00～16：30
メイン会場

場所・時間

場所・時間 場所・時間

岐阜県総合医療センター 情報交流棟3階

参加費・駐車場

無料

話題の医療を
深堀り 放射線診断  『初めまして！画像診断医です』 放射線診断科　水野 希1

災害医療  当院のDMAT活動について－災害医療の現場から－ 臨床工学部　清水 円香2
消化管内視鏡  おなかを切らない胃がん・大腸がんの内視鏡治療 消化器内視鏡科　山崎 健路3
超音波検査  胎児医療の最前線～おなかの赤ちゃんをどうやって診るの？～ 産科・胎児診療科　岩垣 重紀4

知って、測って、
体験しよう！

情報交流棟３階（講堂、大会議室） 
13：00～16：00

癒しのひととき

NEWS & TOPICS
生活に
役立つ

ご自由にお持ちください

S P E C I A L  R E P O R T C O N T E N T S



私
た
ち
の 検査・診断
今回のテーマ

命に直結する仕事。
責任感を持ち、医師を
手助けする存在をめざす。

未来を見つめて

クの拠点として、児童虐待への対応や教育研修にも積
極的に取り組んでいます。地域の医療機関とも緊密に
連携し、小児の重症患者さんにも幅広く対応できる体制
を整えています。患者さんやご家
族には、いつでも安心して受診し
ていただけるよう最善を尽くして
いますので、お困りの際は遠慮な
く当センターにご相談ください。

　生まれてくる赤ちゃんの100人に1
人は、先天性心疾患を抱えています。
先天性心疾患をもつ赤ちゃんのなかで
40％の人には手術が必要になり、手術
を受けた人の90％以上が成人期を迎
え、さらに、そのうちの約20％の人には
何らかの手術が必要になります。このよ
うに先天性心疾患を抱えて成人を迎え
た場合のことを、成人先天性心疾患と
いいます。また、大人になって初めて先
天性心疾患を指摘された患者さんも対
象になります。
　当センターでは2011年、国内に先駆
けて〈成人先天性心疾患診療科〉を開
設。小児循環器内科、循環器内科、小
児心臓外科、遺伝子診療科などを含め
た総合的な医療体制を整え、患者さん
の検査や治療にあたっています。

　胎児心エコーは、妊娠中のお腹に超
音波を当てて、胎児の心臓に問題がな
いかを評価する検査です。
　胎児のエコーというと、妊婦健診で
行われる検査がなじみ深いと思います。
近年、産科で用いられるエコーの画像
は飛躍的に進歩し、赤ちゃんの顔の表
情や指の1本1本までリアルに確認す
ることができ、お母さんにとって赤ちゃん
の成長を実感できるうれしい機会にも
なっています。これに対し、小児循環器
内科で用いるエコーは心機能の観察
に特化しているため、グラフィカルな画
像は見られませんが、血液の流れやス
ピードまで詳しく調べることができます。
赤ちゃんに心臓病の疑いがあるかない
かを確認し、疑いがある場合にはその
種類や重症度を診断します。

豊富な経験や知識を活かして
最適な修復手術を行います。

看護師（１年目）
中村彩夏
（なかむら あやか）

石川県白山市出身

金城大学看護学部卒業
看護部

臨床工学技士（３年目）
岡田優人
（おかだ ゆうと）

岐阜県高山市出身
東海医療科学専門学校
臨床工学科卒業
臨床工学部 不整脈部門担当

中村　私は病棟勤務１年目の看護師で、小児循環器内科
や小児心臓外科の患者さんを主に担当しています。
岡田　私は臨床工学技士として、人工呼吸器や人工心肺装
置、血液浄化装置などの生命維持装置の操作や、さまざまな
検査・治療機器の操作および管理を担当しています。病室・
病棟をはじめ、手術室・救命救急センター・人工透析室など、
業務の場は多岐にわたっています。これまでの2年間、さまざま
な現場で経験を積み学んできました。現在は3年目となり、不
整脈部門を担当することになり、心電図に関する高度で複雑
な知識の習得に全力を注いでいます。中村さんはどうですか？
中村　小児病棟で勤務しています。元々子どもと関わるのが
好きで、自分から希望しました。看護師は、患者さんと関わる
時間が長く、患者さんを疾患から看る、家族構成から見るな
ど、幅広い視点を持つことが必要です。１年目の私には難しい
ことが多々ありますが、先輩とコミュニケーションを密にし、どう
関わっていけば良いかを、毎日考えながら仕事をしています。や
さしい先輩が多く、何でも相談できとても助かっています。

岡田　臨床工学技士は、例えばペースメーカーのように、命
に直結する医療機器の設定もあり、大きな責任を負う仕事で
すが、それだけにやりがいは充分にありますね。
中村　機器の機能や使用方法を、一番知っていなくてはいけ
ない仕事ですね。私の病棟は、循環器系の集中治療を必要
とする小児患者さんが多くいますが、薬ひとつで命に関わるこ
ともあります。そのためまずは疾患を正確に理解し、今この患
者さんには何が必要なのか、薬がないとどうなるのかを考える。
そこからご家族がどう考えていらっしゃるのかも考える。そして、
お子さんから少しでも離れないように、そのお子さんに愛情を
向けられるように努めています。岡田さんの目標は何ですか？
岡田　先輩たちは、医療機器の専門職として、状況に応じ医師
に意見を言うことがあります。僕も将来的には、自信を持って自
分の意見を伝え、医師の手助けができるようになりたいですね。
中村　その思い、私もわかります。先輩の看護師は、看護の
視点から医師に提案できる方が多いです。私はまだまだです
が、いつかそんな看護師になっていきたいですね。
岡田　この病院の専門職として、頑張って歩んで行きましょう！

　成人先天性心疾患の診療内容は、
多岐にわたります。年齢に伴い心機能
が悪化し、不整脈などが出現したり、ほ
かの臓器に障害が出ると、内科的治療
を行います。また、乳幼児に手術した患
者さんの場合、年齢とともに人工物の
不具合が出てきます。その場合、修復手
術を行ったり、より体に負担の少ないカ
テーテル治療を行うケースもあります。
　このように治療法が多岐に及ぶた
め、成人先天性心疾患診療科では
チーム医療を重視しています。複数の
診療科の医師やコメディカルスタッフが
治療方針についてざっくばらんに意見
交換をし、多くの目で症状や治療法を
見て、気になるポイントを率直に話し合
うことで、常に最適な治療を進められる
よう努めています。

　昔は、赤ちゃんの心臓病は出生後に
初めて見つかるのが一般的でした。しか
し、今では多くの場合、胎児の頃から心
臓の異常を見つけることができ、重症な
先天性心疾患の6～7割は妊娠中に診
断できるようになりました。その背景にある
のが、胎児心エコーの技術の進化です。
　心臓の大きさは、健康な人でだいた
いその人の握りこぶし大。胎児の場
合、心臓の大きさはわずか3センチ程
度になりますが、近年の胎児心エコー
ではその小さな心臓の4つの部屋の様
子まで細かく観察することができます。
ただし、お腹の外から行う検査なので、
100％正しく診断できるわけではありま
せん。病気の疑いがある場合、出産後
改めて詳しく検査することになります。

　成人先天性心疾患診療科で
は、当センターで治療を受けた患
者さんだけでなく、幼少期に他の
医療機関で手術を受けた方も積
極的に受け入れています。特に重
要なのは、最初に行われた手術
の内容を把握することです。なぜな
ら、先天性心疾患の手術方法は
地域や時代、医療機関によって
異なる場合があるためです。例え
ば、「乳児のときにこの病院で手
術を受けました」といった患者さん
の話から、その時期や地域に適用
されていた手術方法を推測し、現
在の問題点を考察していきます。
　こうした判断には、過去の治
療の歴史を理解していることが
必要です。そのため、当センター
では経験豊富な医師が若手医
師に知識と経験を継承し、全て
の患者さんに最適な診断と治療
を提供できるよう努めています。

Message01国内に先駆けて
総合的な治療を行う
専門の診療科を開設。

02医師やコメディカルの
チーム医療を大切に、
最適な治療を提供。

　小児救急医療拠点病院は、主に夜間や休日に入院を要する小児の重症患者さんに対し
て、医療を提供するために指定された病院です。岐阜県には、岐阜県総合医療センターを含
む4つの拠点病院が設置され、各地域で小児救急医療の中核を担っています。当センター
は、岐阜（瑞穂市を除く）と中濃圏域をカバーし、24時間365日、地域の小児患者さんに対
する医療体制を整えています。小児救急医療拠点病院の特徴は、小児科専門医や救急
科専門医が24時間体制で常駐していることです。医師や看護師は、緊急性の高い急な病
気やけがに対して迅速かつ的確に対応することが求められます。また、緊急時に応じた診療
を行うため、トリアージシステムを導入し、より緊急度の高い患者さんを優先して診察します。

　岐阜県総合医療センターでは、小児科をはじめとする
多くの専門診療科が連携し、地域の小児救急医療を
支えています。小児循環器内科や新生児内科、小児外
科、小児心臓外科、小児脳神経外科など、幅広い診療
科が揃い、総合的な医療提供が可能です。また、小児集
中治療室（PICU）や新生児集中治療室（NICU）などの
専門施設を備え、重症患者さんに迅速に対応していま
す。さらに、岐阜県唯一の総合周産期母子医療センター
として、新生児医療にも力を注ぎ、周産期医療機関と密
接に連携しています。また、児童虐待防止医療ネットワー

24時間365日、小児の重症患者さんに対応。
地域を支える小児救急拠点病院。

岐阜県
総合医療
センター
では

小児医療センター長 小児科部長
今村 淳

ここから一歩！

岡田さんは臨床工学技士として、また、中村さんは
看護師として、近況をお教えください。

お二人それぞれ、将来の目標をお聞かせください。

当センターには、臨床工学技士の
仕事が幅広くあり、学んだことを
フルに活かせる環境があります！

臨床工学技士

新人看護師

対談

成人先天性心疾患（ACHD）
今回のテーマ

私
た
ち
の 治療
生まれつき心臓病を抱えて成人になった
患者さんのさまざまな症状に対応しています。

胎児心エコー

妊娠中に心臓の異常を発見し、
出生後の治療の準備を始めます。 今回のテーマ

小児救急医療
拠点病院

地域
医療
事情

知っておきたい

先輩看護師と二人で複数の患者
さんを受け持つ看護体制ですから、
新人の私には心強いですね。

成人先天性心疾患診療科部長・
小児心臓外科主任部長
岩田祐輔

ご家族が安心して
出産の準備ができる
ように支えます。

Message

小児循環器内科 医長
寺澤厚志

　胎児心エコーで「赤ちゃんが
心臓の病気かもしれない」と診
断されることは、ご両親にとって
非常につらいことだと思います。
その現実を受け入れるには時間
がかかるかもしれませんが、私た
ちはその間も丁寧に説明をし、
治療方法についてしっかりお伝
えすることを大切にしています。
　また、胎児の段階で心臓の異
常が見つかっても、治療する必
要のないケースや自然に治癒
していくケースもあります。情報
が少ないと不安が募りがちです
が、その不安を少しでも和らげる
ことが重要です。そして、ご家族
が安心して出産に向けた準備
を進め、出生後も落ち着いて子
育てに取り組めるよう支援する
ことが、胎児診断の重要な役割
だと考えています。

01お腹の赤ちゃんの
心臓を調べることに
特化した検査です。

02胎児心エコーの
目覚ましい進化により
心疾患を早期に発見。

　このように、小児救急医療拠点病院は、地域の小児医療の要として、緊急時に対応す
る医療施設であると同時に、地域全体の医療機関と連携して小児の患者さんをサポート
する役割を果たしています。また、地域の医療従事者の教育や研修の場としても機能して
おり、次世代の医療専門家を育成するために重要な役割を担っています。
　地域住民にとって、小児救急医療
拠点病院は単なる医療施設にとどま
らず、子どもたちの健康と安全を守る
ための重要な拠点となっています。こ
れにより、保護者やご家族も安心し
て医療を受けることができる環境が
整えられ、地域全体で子どもたちの
命を守る体制が構築されています。

岐阜県の小児医療を支える砦として、
総合的かつ専門的に対応。

小児の重症患者さんに迅速かつ適切な医療を提供。

地域全体の医療機関と連携して小児の患者さんをサポート。

秋の健康管理① 運動の秋、ウォーキングで体力アップを目指そう。 秋の健康管理② 食欲の秋、バランスの良い食事で免疫力をアップ！ 秋の健康管理④ 秋の夜長、質の良い睡眠で心身をリフレッシュ。秋の健康管理③ 朝晩の冷え込みに備えて、軽いストレッチで体を温めて。
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命に直結する仕事。
責任感を持ち、医師を
手助けする存在をめざす。

未来を見つめて

クの拠点として、児童虐待への対応や教育研修にも積
極的に取り組んでいます。地域の医療機関とも緊密に
連携し、小児の重症患者さんにも幅広く対応できる体制
を整えています。患者さんやご家
族には、いつでも安心して受診し
ていただけるよう最善を尽くして
いますので、お困りの際は遠慮な
く当センターにご相談ください。

　生まれてくる赤ちゃんの100人に1
人は、先天性心疾患を抱えています。
先天性心疾患をもつ赤ちゃんのなかで
40％の人には手術が必要になり、手術
を受けた人の90％以上が成人期を迎
え、さらに、そのうちの約20％の人には
何らかの手術が必要になります。このよ
うに先天性心疾患を抱えて成人を迎え
た場合のことを、成人先天性心疾患と
いいます。また、大人になって初めて先
天性心疾患を指摘された患者さんも対
象になります。
　当センターでは2011年、国内に先駆
けて〈成人先天性心疾患診療科〉を開
設。小児循環器内科、循環器内科、小
児心臓外科、遺伝子診療科などを含め
た総合的な医療体制を整え、患者さん
の検査や治療にあたっています。

　胎児心エコーは、妊娠中のお腹に超
音波を当てて、胎児の心臓に問題がな
いかを評価する検査です。
　胎児のエコーというと、妊婦健診で
行われる検査がなじみ深いと思います。
近年、産科で用いられるエコーの画像
は飛躍的に進歩し、赤ちゃんの顔の表
情や指の1本1本までリアルに確認す
ることができ、お母さんにとって赤ちゃん
の成長を実感できるうれしい機会にも
なっています。これに対し、小児循環器
内科で用いるエコーは心機能の観察
に特化しているため、グラフィカルな画
像は見られませんが、血液の流れやス
ピードまで詳しく調べることができます。
赤ちゃんに心臓病の疑いがあるかない
かを確認し、疑いがある場合にはその
種類や重症度を診断します。

豊富な経験や知識を活かして
最適な修復手術を行います。

看護師（１年目）
中村彩夏
（なかむら あやか）

石川県白山市出身

金城大学看護学部卒業
看護部

臨床工学技士（３年目）
岡田優人
（おかだ ゆうと）

岐阜県高山市出身
東海医療科学専門学校
臨床工学科卒業
臨床工学部 不整脈部門担当

中村　私は病棟勤務１年目の看護師で、小児循環器内科
や小児心臓外科の患者さんを主に担当しています。
岡田　私は臨床工学技士として、人工呼吸器や人工心肺装
置、血液浄化装置などの生命維持装置の操作や、さまざまな
検査・治療機器の操作および管理を担当しています。病室・
病棟をはじめ、手術室・救命救急センター・人工透析室など、
業務の場は多岐にわたっています。これまでの2年間、さまざま
な現場で経験を積み学んできました。現在は3年目となり、不
整脈部門を担当することになり、心電図に関する高度で複雑
な知識の習得に全力を注いでいます。中村さんはどうですか？
中村　小児病棟で勤務しています。元々子どもと関わるのが
好きで、自分から希望しました。看護師は、患者さんと関わる
時間が長く、患者さんを疾患から看る、家族構成から見るな
ど、幅広い視点を持つことが必要です。１年目の私には難しい
ことが多々ありますが、先輩とコミュニケーションを密にし、どう
関わっていけば良いかを、毎日考えながら仕事をしています。や
さしい先輩が多く、何でも相談できとても助かっています。

岡田　臨床工学技士は、例えばペースメーカーのように、命
に直結する医療機器の設定もあり、大きな責任を負う仕事で
すが、それだけにやりがいは充分にありますね。
中村　機器の機能や使用方法を、一番知っていなくてはいけ
ない仕事ですね。私の病棟は、循環器系の集中治療を必要
とする小児患者さんが多くいますが、薬ひとつで命に関わるこ
ともあります。そのためまずは疾患を正確に理解し、今この患
者さんには何が必要なのか、薬がないとどうなるのかを考える。
そこからご家族がどう考えていらっしゃるのかも考える。そして、
お子さんから少しでも離れないように、そのお子さんに愛情を
向けられるように努めています。岡田さんの目標は何ですか？
岡田　先輩たちは、医療機器の専門職として、状況に応じ医師
に意見を言うことがあります。僕も将来的には、自信を持って自
分の意見を伝え、医師の手助けができるようになりたいですね。
中村　その思い、私もわかります。先輩の看護師は、看護の
視点から医師に提案できる方が多いです。私はまだまだです
が、いつかそんな看護師になっていきたいですね。
岡田　この病院の専門職として、頑張って歩んで行きましょう！

　成人先天性心疾患の診療内容は、
多岐にわたります。年齢に伴い心機能
が悪化し、不整脈などが出現したり、ほ
かの臓器に障害が出ると、内科的治療
を行います。また、乳幼児に手術した患
者さんの場合、年齢とともに人工物の
不具合が出てきます。その場合、修復手
術を行ったり、より体に負担の少ないカ
テーテル治療を行うケースもあります。
　このように治療法が多岐に及ぶた
め、成人先天性心疾患診療科では
チーム医療を重視しています。複数の
診療科の医師やコメディカルスタッフが
治療方針についてざっくばらんに意見
交換をし、多くの目で症状や治療法を
見て、気になるポイントを率直に話し合
うことで、常に最適な治療を進められる
よう努めています。

　昔は、赤ちゃんの心臓病は出生後に
初めて見つかるのが一般的でした。しか
し、今では多くの場合、胎児の頃から心
臓の異常を見つけることができ、重症な
先天性心疾患の6～7割は妊娠中に診
断できるようになりました。その背景にある
のが、胎児心エコーの技術の進化です。
　心臓の大きさは、健康な人でだいた
いその人の握りこぶし大。胎児の場
合、心臓の大きさはわずか3センチ程
度になりますが、近年の胎児心エコー
ではその小さな心臓の4つの部屋の様
子まで細かく観察することができます。
ただし、お腹の外から行う検査なので、
100％正しく診断できるわけではありま
せん。病気の疑いがある場合、出産後
改めて詳しく検査することになります。

　成人先天性心疾患診療科で
は、当センターで治療を受けた患
者さんだけでなく、幼少期に他の
医療機関で手術を受けた方も積
極的に受け入れています。特に重
要なのは、最初に行われた手術
の内容を把握することです。なぜな
ら、先天性心疾患の手術方法は
地域や時代、医療機関によって
異なる場合があるためです。例え
ば、「乳児のときにこの病院で手
術を受けました」といった患者さん
の話から、その時期や地域に適用
されていた手術方法を推測し、現
在の問題点を考察していきます。
　こうした判断には、過去の治
療の歴史を理解していることが
必要です。そのため、当センター
では経験豊富な医師が若手医
師に知識と経験を継承し、全て
の患者さんに最適な診断と治療
を提供できるよう努めています。

Message01国内に先駆けて
総合的な治療を行う
専門の診療科を開設。

02医師やコメディカルの
チーム医療を大切に、
最適な治療を提供。

　小児救急医療拠点病院は、主に夜間や休日に入院を要する小児の重症患者さんに対し
て、医療を提供するために指定された病院です。岐阜県には、岐阜県総合医療センターを含
む4つの拠点病院が設置され、各地域で小児救急医療の中核を担っています。当センター
は、岐阜（瑞穂市を除く）と中濃圏域をカバーし、24時間365日、地域の小児患者さんに対
する医療体制を整えています。小児救急医療拠点病院の特徴は、小児科専門医や救急
科専門医が24時間体制で常駐していることです。医師や看護師は、緊急性の高い急な病
気やけがに対して迅速かつ的確に対応することが求められます。また、緊急時に応じた診療
を行うため、トリアージシステムを導入し、より緊急度の高い患者さんを優先して診察します。

　岐阜県総合医療センターでは、小児科をはじめとする
多くの専門診療科が連携し、地域の小児救急医療を
支えています。小児循環器内科や新生児内科、小児外
科、小児心臓外科、小児脳神経外科など、幅広い診療
科が揃い、総合的な医療提供が可能です。また、小児集
中治療室（PICU）や新生児集中治療室（NICU）などの
専門施設を備え、重症患者さんに迅速に対応していま
す。さらに、岐阜県唯一の総合周産期母子医療センター
として、新生児医療にも力を注ぎ、周産期医療機関と密
接に連携しています。また、児童虐待防止医療ネットワー

24時間365日、小児の重症患者さんに対応。
地域を支える小児救急拠点病院。

岐阜県
総合医療
センター
では

小児医療センター長 小児科部長
今村 淳

ここから一歩！

岡田さんは臨床工学技士として、また、中村さんは
看護師として、近況をお教えください。

お二人それぞれ、将来の目標をお聞かせください。

当センターには、臨床工学技士の
仕事が幅広くあり、学んだことを
フルに活かせる環境があります！
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生まれつき心臓病を抱えて成人になった
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胎児心エコー
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岩田祐輔

ご家族が安心して
出産の準備ができる
ように支えます。
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好きで、自分から希望しました。看護師は、患者さんと関わる
時間が長く、患者さんを疾患から看る、家族構成から見るな
ど、幅広い視点を持つことが必要です。１年目の私には難しい
ことが多々ありますが、先輩とコミュニケーションを密にし、どう
関わっていけば良いかを、毎日考えながら仕事をしています。や
さしい先輩が多く、何でも相談できとても助かっています。

岡田　臨床工学技士は、例えばペースメーカーのように、命
に直結する医療機器の設定もあり、大きな責任を負う仕事で
すが、それだけにやりがいは充分にありますね。
中村　機器の機能や使用方法を、一番知っていなくてはいけ
ない仕事ですね。私の病棟は、循環器系の集中治療を必要
とする小児患者さんが多くいますが、薬ひとつで命に関わるこ
ともあります。そのためまずは疾患を正確に理解し、今この患
者さんには何が必要なのか、薬がないとどうなるのかを考える。
そこからご家族がどう考えていらっしゃるのかも考える。そして、
お子さんから少しでも離れないように、そのお子さんに愛情を
向けられるように努めています。岡田さんの目標は何ですか？
岡田　先輩たちは、医療機器の専門職として、状況に応じ医師
に意見を言うことがあります。僕も将来的には、自信を持って自
分の意見を伝え、医師の手助けができるようになりたいですね。
中村　その思い、私もわかります。先輩の看護師は、看護の
視点から医師に提案できる方が多いです。私はまだまだです
が、いつかそんな看護師になっていきたいですね。
岡田　この病院の専門職として、頑張って歩んで行きましょう！

　成人先天性心疾患の診療内容は、
多岐にわたります。年齢に伴い心機能
が悪化し、不整脈などが出現したり、ほ
かの臓器に障害が出ると、内科的治療
を行います。また、乳幼児に手術した患
者さんの場合、年齢とともに人工物の
不具合が出てきます。その場合、修復手
術を行ったり、より体に負担の少ないカ
テーテル治療を行うケースもあります。
　このように治療法が多岐に及ぶた
め、成人先天性心疾患診療科では
チーム医療を重視しています。複数の
診療科の医師やコメディカルスタッフが
治療方針についてざっくばらんに意見
交換をし、多くの目で症状や治療法を
見て、気になるポイントを率直に話し合
うことで、常に最適な治療を進められる
よう努めています。

　昔は、赤ちゃんの心臓病は出生後に
初めて見つかるのが一般的でした。しか
し、今では多くの場合、胎児の頃から心
臓の異常を見つけることができ、重症な
先天性心疾患の6～7割は妊娠中に診
断できるようになりました。その背景にある
のが、胎児心エコーの技術の進化です。
　心臓の大きさは、健康な人でだいた
いその人の握りこぶし大。胎児の場
合、心臓の大きさはわずか3センチ程
度になりますが、近年の胎児心エコー
ではその小さな心臓の4つの部屋の様
子まで細かく観察することができます。
ただし、お腹の外から行う検査なので、
100％正しく診断できるわけではありま
せん。病気の疑いがある場合、出産後
改めて詳しく検査することになります。

　成人先天性心疾患診療科で
は、当センターで治療を受けた患
者さんだけでなく、幼少期に他の
医療機関で手術を受けた方も積
極的に受け入れています。特に重
要なのは、最初に行われた手術
の内容を把握することです。なぜな
ら、先天性心疾患の手術方法は
地域や時代、医療機関によって
異なる場合があるためです。例え
ば、「乳児のときにこの病院で手
術を受けました」といった患者さん
の話から、その時期や地域に適用
されていた手術方法を推測し、現
在の問題点を考察していきます。
　こうした判断には、過去の治
療の歴史を理解していることが
必要です。そのため、当センター
では経験豊富な医師が若手医
師に知識と経験を継承し、全て
の患者さんに最適な診断と治療
を提供できるよう努めています。

Message01国内に先駆けて
総合的な治療を行う
専門の診療科を開設。

02医師やコメディカルの
チーム医療を大切に、
最適な治療を提供。

　小児救急医療拠点病院は、主に夜間や休日に入院を要する小児の重症患者さんに対し
て、医療を提供するために指定された病院です。岐阜県には、岐阜県総合医療センターを含
む4つの拠点病院が設置され、各地域で小児救急医療の中核を担っています。当センター
は、岐阜（瑞穂市を除く）と中濃圏域をカバーし、24時間365日、地域の小児患者さんに対
する医療体制を整えています。小児救急医療拠点病院の特徴は、小児科専門医や救急
科専門医が24時間体制で常駐していることです。医師や看護師は、緊急性の高い急な病
気やけがに対して迅速かつ的確に対応することが求められます。また、緊急時に応じた診療
を行うため、トリアージシステムを導入し、より緊急度の高い患者さんを優先して診察します。

　岐阜県総合医療センターでは、小児科をはじめとする
多くの専門診療科が連携し、地域の小児救急医療を
支えています。小児循環器内科や新生児内科、小児外
科、小児心臓外科、小児脳神経外科など、幅広い診療
科が揃い、総合的な医療提供が可能です。また、小児集
中治療室（PICU）や新生児集中治療室（NICU）などの
専門施設を備え、重症患者さんに迅速に対応していま
す。さらに、岐阜県唯一の総合周産期母子医療センター
として、新生児医療にも力を注ぎ、周産期医療機関と密
接に連携しています。また、児童虐待防止医療ネットワー

24時間365日、小児の重症患者さんに対応。
地域を支える小児救急拠点病院。

岐阜県
総合医療
センター
では

小児医療センター長 小児科部長
今村 淳

ここから一歩！

岡田さんは臨床工学技士として、また、中村さんは
看護師として、近況をお教えください。

お二人それぞれ、将来の目標をお聞かせください。

当センターには、臨床工学技士の
仕事が幅広くあり、学んだことを
フルに活かせる環境があります！

臨床工学技士

新人看護師

対談

成人先天性心疾患（ACHD）
今回のテーマ

私
た
ち
の 治療
生まれつき心臓病を抱えて成人になった
患者さんのさまざまな症状に対応しています。

胎児心エコー

妊娠中に心臓の異常を発見し、
出生後の治療の準備を始めます。 今回のテーマ

小児救急医療
拠点病院

地域
医療
事情

知っておきたい

先輩看護師と二人で複数の患者
さんを受け持つ看護体制ですから、
新人の私には心強いですね。

成人先天性心疾患診療科部長・
小児心臓外科主任部長
岩田祐輔

ご家族が安心して
出産の準備ができる
ように支えます。

Message

小児循環器内科 医長
寺澤厚志

　胎児心エコーで「赤ちゃんが
心臓の病気かもしれない」と診
断されることは、ご両親にとって
非常につらいことだと思います。
その現実を受け入れるには時間
がかかるかもしれませんが、私た
ちはその間も丁寧に説明をし、
治療方法についてしっかりお伝
えすることを大切にしています。
　また、胎児の段階で心臓の異
常が見つかっても、治療する必
要のないケースや自然に治癒
していくケースもあります。情報
が少ないと不安が募りがちです
が、その不安を少しでも和らげる
ことが重要です。そして、ご家族
が安心して出産に向けた準備
を進め、出生後も落ち着いて子
育てに取り組めるよう支援する
ことが、胎児診断の重要な役割
だと考えています。

01お腹の赤ちゃんの
心臓を調べることに
特化した検査です。

02胎児心エコーの
目覚ましい進化により
心疾患を早期に発見。

　このように、小児救急医療拠点病院は、地域の小児医療の要として、緊急時に対応す
る医療施設であると同時に、地域全体の医療機関と連携して小児の患者さんをサポート
する役割を果たしています。また、地域の医療従事者の教育や研修の場としても機能して
おり、次世代の医療専門家を育成するために重要な役割を担っています。
　地域住民にとって、小児救急医療
拠点病院は単なる医療施設にとどま
らず、子どもたちの健康と安全を守る
ための重要な拠点となっています。こ
れにより、保護者やご家族も安心し
て医療を受けることができる環境が
整えられ、地域全体で子どもたちの
命を守る体制が構築されています。

岐阜県の小児医療を支える砦として、
総合的かつ専門的に対応。

小児の重症患者さんに迅速かつ適切な医療を提供。

地域全体の医療機関と連携して小児の患者さんをサポート。

秋の健康管理① 運動の秋、ウォーキングで体力アップを目指そう。 秋の健康管理② 食欲の秋、バランスの良い食事で免疫力をアップ！ 秋の健康管理④ 秋の夜長、質の良い睡眠で心身をリフレッシュ。秋の健康管理③ 朝晩の冷え込みに備えて、軽いストレッチで体を温めて。
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の 検査・診断
今回のテーマ

命に直結する仕事。
責任感を持ち、医師を
手助けする存在をめざす。

未来を見つめて

クの拠点として、児童虐待への対応や教育研修にも積
極的に取り組んでいます。地域の医療機関とも緊密に
連携し、小児の重症患者さんにも幅広く対応できる体制
を整えています。患者さんやご家
族には、いつでも安心して受診し
ていただけるよう最善を尽くして
いますので、お困りの際は遠慮な
く当センターにご相談ください。

　生まれてくる赤ちゃんの100人に1
人は、先天性心疾患を抱えています。
先天性心疾患をもつ赤ちゃんのなかで
40％の人には手術が必要になり、手術
を受けた人の90％以上が成人期を迎
え、さらに、そのうちの約20％の人には
何らかの手術が必要になります。このよ
うに先天性心疾患を抱えて成人を迎え
た場合のことを、成人先天性心疾患と
いいます。また、大人になって初めて先
天性心疾患を指摘された患者さんも対
象になります。
　当センターでは2011年、国内に先駆
けて〈成人先天性心疾患診療科〉を開
設。小児循環器内科、循環器内科、小
児心臓外科、遺伝子診療科などを含め
た総合的な医療体制を整え、患者さん
の検査や治療にあたっています。

　胎児心エコーは、妊娠中のお腹に超
音波を当てて、胎児の心臓に問題がな
いかを評価する検査です。
　胎児のエコーというと、妊婦健診で
行われる検査がなじみ深いと思います。
近年、産科で用いられるエコーの画像
は飛躍的に進歩し、赤ちゃんの顔の表
情や指の1本1本までリアルに確認す
ることができ、お母さんにとって赤ちゃん
の成長を実感できるうれしい機会にも
なっています。これに対し、小児循環器
内科で用いるエコーは心機能の観察
に特化しているため、グラフィカルな画
像は見られませんが、血液の流れやス
ピードまで詳しく調べることができます。
赤ちゃんに心臓病の疑いがあるかない
かを確認し、疑いがある場合にはその
種類や重症度を診断します。

豊富な経験や知識を活かして
最適な修復手術を行います。
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臨床工学科卒業
臨床工学部 不整脈部門担当
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を行うため、トリアージシステムを導入し、より緊急度の高い患者さんを優先して診察します。

　岐阜県総合医療センターでは、小児科をはじめとする
多くの専門診療科が連携し、地域の小児救急医療を
支えています。小児循環器内科や新生児内科、小児外
科、小児心臓外科、小児脳神経外科など、幅広い診療
科が揃い、総合的な医療提供が可能です。また、小児集
中治療室（PICU）や新生児集中治療室（NICU）などの
専門施設を備え、重症患者さんに迅速に対応していま
す。さらに、岐阜県唯一の総合周産期母子医療センター
として、新生児医療にも力を注ぎ、周産期医療機関と密
接に連携しています。また、児童虐待防止医療ネットワー

24時間365日、小児の重症患者さんに対応。
地域を支える小児救急拠点病院。

岐阜県
総合医療
センター
では

小児医療センター長 小児科部長
今村 淳

ここから一歩！

岡田さんは臨床工学技士として、また、中村さんは
看護師として、近況をお教えください。

お二人それぞれ、将来の目標をお聞かせください。

当センターには、臨床工学技士の
仕事が幅広くあり、学んだことを
フルに活かせる環境があります！

臨床工学技士

新人看護師

対談

成人先天性心疾患（ACHD）
今回のテーマ

私
た
ち
の 治療
生まれつき心臓病を抱えて成人になった
患者さんのさまざまな症状に対応しています。

胎児心エコー

妊娠中に心臓の異常を発見し、
出生後の治療の準備を始めます。 今回のテーマ

小児救急医療
拠点病院

地域
医療
事情

知っておきたい

先輩看護師と二人で複数の患者
さんを受け持つ看護体制ですから、
新人の私には心強いですね。

成人先天性心疾患診療科部長・
小児心臓外科主任部長
岩田祐輔

ご家族が安心して
出産の準備ができる
ように支えます。

Message

小児循環器内科 医長
寺澤厚志

　胎児心エコーで「赤ちゃんが
心臓の病気かもしれない」と診
断されることは、ご両親にとって
非常につらいことだと思います。
その現実を受け入れるには時間
がかかるかもしれませんが、私た
ちはその間も丁寧に説明をし、
治療方法についてしっかりお伝
えすることを大切にしています。
　また、胎児の段階で心臓の異
常が見つかっても、治療する必
要のないケースや自然に治癒
していくケースもあります。情報
が少ないと不安が募りがちです
が、その不安を少しでも和らげる
ことが重要です。そして、ご家族
が安心して出産に向けた準備
を進め、出生後も落ち着いて子
育てに取り組めるよう支援する
ことが、胎児診断の重要な役割
だと考えています。

01お腹の赤ちゃんの
心臓を調べることに
特化した検査です。

02胎児心エコーの
目覚ましい進化により
心疾患を早期に発見。

　このように、小児救急医療拠点病院は、地域の小児医療の要として、緊急時に対応す
る医療施設であると同時に、地域全体の医療機関と連携して小児の患者さんをサポート
する役割を果たしています。また、地域の医療従事者の教育や研修の場としても機能して
おり、次世代の医療専門家を育成するために重要な役割を担っています。
　地域住民にとって、小児救急医療
拠点病院は単なる医療施設にとどま
らず、子どもたちの健康と安全を守る
ための重要な拠点となっています。こ
れにより、保護者やご家族も安心し
て医療を受けることができる環境が
整えられ、地域全体で子どもたちの
命を守る体制が構築されています。

岐阜県の小児医療を支える砦として、
総合的かつ専門的に対応。

小児の重症患者さんに迅速かつ適切な医療を提供。

地域全体の医療機関と連携して小児の患者さんをサポート。

秋の健康管理① 運動の秋、ウォーキングで体力アップを目指そう。 秋の健康管理② 食欲の秋、バランスの良い食事で免疫力をアップ！ 秋の健康管理④ 秋の夜長、質の良い睡眠で心身をリフレッシュ。秋の健康管理③ 朝晩の冷え込みに備えて、軽いストレッチで体を温めて。



先天性心疾患の治療に
総合力で立ち向かう。

心臓の病気をもつ赤ちゃんが無事に生まれ、
大人になるまで伴走していく使命。

小児心臓外科・小児循環器内科特集

〒500-8717 岐阜県岐阜市野一色4-6-1
TEL 058-246-1111  URL https://www.gifu-hp.jp/

発行責任者／院長 桑原尚志
発　行／岐阜県総合医療センター
記事提供／中日新聞広告局
編集協力／プロジェクトリンクト事務局
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岐阜県総合医療センター WEBマガジン

先天性心疾患の治療に
総合力で立ち向かう。
小児心臓外科・小児循環器内科特集

私たちの「治療」
私たちの「検査・診断」
ここから一歩！
地域医療事情
NEWS＆TOPICS

1
2
3
4
5

当センターは地域の基幹病院として、小児の幅広
い疾患に対応しています。なかでも、生まれつき心
臓の病気をもつ赤ちゃんに対しては、総合的で専
門的な医療体制を整えています。今回の特集は、
新生児期から成人期までカバーする、全国でも数
少ない先天性心疾患の治療体制についてご紹
介しています。ぜひご一読ください。

院長メッセージ Message
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病院と地域を
つなげる広報誌

地域の皆さんや連携機関の皆さんと「岐阜県総合医療センター」を情報で
繋ぐ、広報誌連動型コミュニケーションサイト。ぜひご覧ください。 こちらから
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先
天
性
心
疾
患
の
治
療
は
乳
幼
児
期
に
終
わ

る
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、実
は
違
う
。必
然
的
に
、

そ
の
後
も
ず
っ
と
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
理
由
が
あ
る
。「
乳
幼
児
期
に
手
術
で
挿
入
し

た
人
工
物
は
、成
長
と
と
も
に
サ
イ
ズ
が
合
わ
な

く
な
っ
た
り
、劣
化
し
て
い
く
の
で
、い
ず
れ
は
修

復
手
術
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、成

長
過
程
で
心
臓
の
ほ
か
に
も
、肺
や
肝
臓
な
ど
に

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
発
症
し
て
、内
科
的
治
療

が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。で
す
か
ら
、

常
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
て
、ど
こ
か
悪
い
と
こ
ろ
が

出
て
く
れ
ば
速
や
か
に
対
応
し
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
の
で
す
」と
岩
田
は
説
明
す
る
。そ
の
た

め
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、全
国
に
先
駆
け
て〈
成
人

先
天
性
心
疾
患
診
療
科
〉を
開
設
し
、成
人
期

を
迎
え
た
患
者
の
フ
ォ
ロ
ー
に
力
を
注
い
で
い
る
。

患
者
と
の
つ
き
あ
い
は
一
生
涯
。岩
田
は
赴
任
し

て
15
年
目
だ
が
、最
初
の
頃
に
診
た
患
者
は
す

で
に
15
歳
に
な
り
、と
き
ど
き
通
院
し
て
元
気
な

●
先
天
性
心
疾
患
の
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

は
、血
管
・
心
臓
内
に
カ
テ
ー
テ
ル
と
い
う

細
い
管
を
通
し
て
行
う
治
療
法
。同
セ
ン

タ
ー
で
は
２
０
０
８
年
に
心
房
中
隔
欠
損

へ
の
治
療
を
開
始
し
、動
脈
管
開
存
症
な

ど
へ
治
療
の
幅
を
広
げ
て
き
た
。

●
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
の
メ
リ
ッ
ト
は
体
へ
の

負
担
が
少
な
く
、入
院
期
間
も
短
縮
で
き

る
こ
と
。同
セ
ン
タ
ー
で
は
、小
児
循
環
器

内
科
と
小
児
心
臓
外
科
が
入
念
に
打
ち

合
わ
せ
し
た
上
で
、カ
テ
ー
テ
ル
治
療
の
安

全
な
適
用
に
努
め
て
い
る
。

姿
を
見
せ
て
く
れ
る
と
い
う
。こ
の
よ
う
に
一
人

の
患
者
を
手
術
や
内
科
的
治
療
を
用
い
て
、生

涯
に
わ
た
っ
て
支
え
て
い
く
た
め
、同
セ
ン
タ
ー
の

小
児
循
環
器
内
科
と
小
児
心
臓
外
科
の
関
係
は

極
め
て
近
い
。「
内
科
と
外
科
は
同
じ
フ
ロ
ア
で
、

一
つ
の
診
療
科
の
よ
う
に
仕
事
し
て
い
ま
す
。一

般
に
内
科
か
ら
外
科
へ
移
る
と
、診
療
ス
タ
イ
ル

も
ス
タ
ッ
フ
も
が
ら
っ
と
変
わ
り
ま
す
が
、当
セ
ン

タ
ー
で
は
転
科
し
て
も
内
科
と
外
科
の
医
師
が
一

緒
に
診
て
い
く
の
で
、ご
本
人
に
も
ご
家
族
に
も

安
心
し
て
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
」と
桑
原
は
言
う
。周
囲
を
見
渡
せ
ば
、同
セ
ン

タ
ー
の
よ
う
に
、複
数
の
診
療
科
が
連
携
し
て
、

し
か
も
新
生
児
期
か
ら
成
人
ま
で
を
対
象
と
し

て
、先
天
性
心
疾
患
を
診
て
い
く
体
制
の
整
っ
た

施
設
は
全
国
で
も
数
少
な
い
。無
論
、岐
阜
県
で

は
唯
一
無
二
の
存
在
だ
。「
私
た
ち
は
皆
、先
天
性

心
疾
患
に
立
ち
向
か
う
類
ま
れ
な
施
設
で
あ
る

と
い
う
使
命
感
を
も
っ
て
い
ま
す
。今
後
も
チ
ー

ム
医
療
の
質
を
さ
ら
に
高
め
て
、総
合
力
を
結
集

し
、一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
の
命
を
救
い
、

守
っ
て
い
き
ま
す
」と
、桑
原
は
締
め
く
く
っ
た
。

　

あ
る
日
、岐
阜
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
小
児

心
臓
外
科
を
訪
ね
る
と
、手
術
を
終
え
た
ば
か

り
の
岩
田
祐
輔
医
師（
小
児
心
臓
外
科
主
任
部

長・成
人
先
天
性
心
疾
患
診
療
科
部
長
）の
姿
が

あ
っ
た
。「
手
術
は
う
ま
く
い
き
ま
し
た
よ
」。岩

田
は
待
ち
わ
び
て
い
た
家
族
の
も
と
に
駆
け
寄

り
、喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
。

　

こ
の
患
者
は
、生
後
3
カ
月
の
男
児
。胎
児
の

成
長
過
程
で
、先
天
性
心
疾
患（
生
ま
れ
つ
き
心

臓
の
構
造
に
異
常
の
あ
る
病
気
）が
見
つ
か
り
、同

セ
ン
タ
ー
の
産
科
・
胎
児
診
療
科
に
紹
介
。出
産

す
る
こ
と
が
決
ま
る
と
、す
ぐ
に
産
科
・
胎
児
診

療
科
、新
生
児
内
科
に
加
え
、小
児
循
環
器
内

科
、小
児
心
臓
外
科
の
医
師
も
情
報
共
有
し
、治

療
方
針
に
つ
い
て
話
し
合
い
、万
全
の
準
備
を
し

て
手
術
の
日
を
迎
え
た
の
だ
っ
た
。「
先
天
性
心

疾
患
を
も
つ
赤
ち
ゃ
ん
は
約
1
0
0
人
に
1
人

の
割
合
で
生
ま
れ
て
き
て
、専
門
治
療
を
行
わ
な

い
と
20
〜
30
％
は
新
生
児
期
に
、50
％
は
乳
児
期

に
死
亡
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。で
も
今
は
昔

と
違
っ
て
、妊
娠
中
の
検
査
で
異
常
が
見
つ
か
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
だ
け
周
到
に
準
備
で

き
、救
命
率
も
上
が
っ
て
い
ま
す
」（
岩
田
）。ま
た
、

生
後
数
カ
月
の
心
臓
の
手
術
に
は
、大
人
の
心
臓

と
は
違
う
技
術
が
要
求
さ
れ
る
。「
小
児
用
に
開

発
さ
れ
た
特
別
な
人
工
心
肺
装
置
を
用
い
る
極

め
て
専
門
性
の
高
い
手
術
で
す
し
、術
後
管
理
に

も
細
心
の
注
意
が
要
求
さ
れ
ま
す
。で
す
か
ら
、一

人
の
医
師
の
力
と
い
う
よ
り
も
、麻
酔
科
や
小
児

循
環
器
内
科
、臨
床
工
学
技
士
、看
護
師
な
ど
小

児
心
臓
グ
ル
ー
プ
全
体
の
力
、そ
し
て
、産
科・胎

児
診
療
科
や
新
生
児
内
科
と
の
連
携
を
含
め
た

総
合
力
で
立
ち
向
か
い
ま
す
」と
岩
田
は
話
す
。

　

近
年
は
、手
術
で
は
な
く
、体
に
負
担
の
少
な

い
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
と
い
う
選
択
肢
も
生
ま
れ
て

い
る
。桑
原
直
樹
医
師（
小
児
循
環
器
内
科
部

長・小
児
集
中
治
療
室
主
任
医
長
）に
話
を
聞
い

た
。「
小
児
循
環
器
の
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
は
、技
術

の
進
化
に
よ
り
広
が
っ
て
い
ま
す
。心
臓
の
穴
を

塞
ぐ
治
療
や
肺
動
脈
弁
の
治
療
も
、条
件
次
第

で
カ
テ
ー
テ
ル
で
対
応
可
能
で
す
。患
者
さ
ん
の

症
状
に
合
わ
せ
て
、手
術
か
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
か
、

ま
た
両
方
を
組
み
合
わ
せ
る
の
が
い
い
の
か
。小

児
心
臓
外
科
医
で
あ
る
岩
田
先
生
た
ち
と
綿
密

に
検
討
し
、ご
家
族
に
丁
寧
に
説
明
し
て
納
得
し

て
い
た
だ
く
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
」。

出
産
前
か
ら
情
報
共
有
し
、小
さ
な

命
を
救
う
た
め
に
全
力
を
注
ぐ
。

岐
阜
県
唯
一
の
施
設
と
い
う

役
割
を
果
た
し
て
い
く
。

●岐阜県総合医療センターでの
先天性心疾患の治療は1997年
にスタート。まずは小児心臓外科
を開設し、翌年、小児循環器内科
を新設。さらに2011年、成人先
天性心疾患診療科を開設した。
●このように新生児期から成人
期までカバーする総合的な体制
は、全国でも数少ない。少ないか
らこそ、その存在は極めて貴重で
あり重要だ。先天性心疾患を救
う砦ともいえる医療体制を今後も
しっかりと守り、育てていかねばな
らない。

先人が築いてきた希少な
医療体制を継承する重要性。

中日新聞リンクト タイアップ

TEL 058-246-1111（内線：5533） 岐阜県総合医療センター健康祭実行委員会（総務課 管理調整担当）
お問い合わせ先

健康祭開催
202
4

岐阜県総合医療センター

見て！聞いて！知って学ぼう！

岐阜県総合医療センターでは、毎年11月に一般の皆さんを対象とした
健康祭を開催しています。今年は、4つのミニレクチャーに加えて、
体験型のお楽しみ企画もご用意していますので、ぜひご参加ください。

ご来場記念

ミニレクチャー

相談・測定・体験コーナー コンサート

「クッキー詰め合わせ」
または

「花の苗」をプレゼント！
※数量に限りがございます。なくなり次第、配布を
　終了いたしますので、あらかじめご了承ください。

情報交流棟３階（大会議室） 13：00～16：00

本館1階 エントランス

測定コーナー
相談コーナー
体験コーナー

骨密度測定、体組成計測定
栄養・食事相談、お薬相談
薬剤師の仕事を体験しよう♪、ロボットリハビリ体験、
母乳育児と沐浴体験、超音波で何がみえるかな？、
発見！はたらく細胞

14：00～
和太鼓演奏「和太鼓ー欅（けやき）ー」

15：25～
楽市JAZZ楽団シルバー
コーモランツ

2024年11月9日(土)  13：00～16：30
メイン会場

場所・時間

場所・時間 場所・時間

岐阜県総合医療センター 情報交流棟3階

参加費・駐車場

無料

話題の医療を
深堀り 放射線診断  『初めまして！画像診断医です』 放射線診断科　水野 希1

災害医療  当院のDMAT活動について－災害医療の現場から－ 臨床工学部　清水 円香2
消化管内視鏡  おなかを切らない胃がん・大腸がんの内視鏡治療 消化器内視鏡科　山崎 健路3
超音波検査  胎児医療の最前線～おなかの赤ちゃんをどうやって診るの？～ 産科・胎児診療科　岩垣 重紀4

知って、測って、
体験しよう！

情報交流棟３階（講堂、大会議室） 
13：00～16：00

癒しのひととき

NEWS & TOPICS
生活に
役立つ

ご自由にお持ちください

S P E C I A L  R E P O R T C O N T E N T S




